
平成25年7月1日発行/通巻799号

newsline 2013/7

京都府中小企業団体中央会

言い逃れ　遊び半分　軽はずみ　もっと重いぞ　心と生命
京都人権啓発推進会議／京都府中小企業団体中央会

　本会では、6月27日（木）、京都ブライトンホテルにおいて第58回通常総会
を開催、山田啓二京都府知事や門川大作京都市長をはじめ、行政・関係機関
ご来賓、組合関係者等約450名が出席した。
　総会に先立ち開催した講演会では、舞鶴かまぼこ協同組合 参事の辻義雄氏を講
師に招き、「組合員から必要とされる組合になりたい」と題した講演を拝聴した。
講演では、組合の地域団体商標である『舞鶴かまぼこ』のブランド化戦略、
製造体験施設『舞鶴かまぼこ工房』等、同組合の取組を紹介された。辻氏は、「組
合は積極的事業推進をしていくために内部留保をすべし。」、「組合員は、常に
相互扶助の精神を発揮すべし。」、「職員は、中央会をおおいに活用し、組合員
に頼りとされる『よろず相談員』となるべし。」等の『組合活性化の為の八か条』
が大事だと結ばれた。

　 通常総会では、平成24年度事業報告・収支決算承認、直面する緊急課題への
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京都府中小企業団体中央会
第58回通常総会を開催

＜平成25年度の重点課題＞
1.　厳しい経営環境にある中小企業に対する支援強化
2.　ものづくり中小企業に対する支援対策の強化
3.　�地域中小企業の人材確保・定着支援事業の推進、雇用の促進
4.　�組合等連携組織への支援強化とコーディネート機能の拡充・強化
5.　�環境変化や社会的課題に対する取組、ブランド対策・観光振興

対策の推進
6.　�会員の拡大と青年中央会・女性中央会の活動支援による組織体

制の強化

対応や中小企業の振興に向けた平成25年度事業計画や収支予算など提出された5議案が原案通り可決決定された。
　平成25年度事業計画では、改めて相互扶助の精神に基づく中小企業組合をはじめとする連携組織への一層の支援
強化をはじめ、ものづくり中小企業に対する支援対策の強化、中小企業における人材確保及び雇用対策強化、中小
企業の国際化対応への取組推進、エネルギー問題等環境問題への対応強化、京都ならではの特性を活かしたブラン
ドの育成や観光振興対策の強化等、社会情勢の変化に対応した多様な事業展開に取り組むことなどを決定した。

開会挨拶　渡邉隆夫会長

終始和やかな雰囲気の中で情報交換が行われた懇親会

第 58 回通常総会に先立ち開催した講演会

ご来賓祝辞
　山田啓二京都府知事

ご来賓祝辞
門川大作京都市長
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　　　　 2013年版　中小企業白書のポイント　No.1
抜粋　第2部第2章　新事業展開

特 集

　地域や社会を支える中小企業・小規模事業者は、変化する事業環境に合わせ、経営を変革させています。
ここでは、新事業展開に焦点を当て、中小企業・小規模事業者が、資金・人材等の課題を乗り越え、成長分野で新
事業展開する企業の事例を、2013年版中小企業白書の第2部第2章「新事業展開」から抜粋してご紹介します。

　中小企業・小規模事業者は、持ち前の機動性・柔軟性・積極性等の強みを活かし、我が国の産業構造転換に大き
く貢献してきた。既存の事業分野にとどまらず、常に新たな事業機会を模索しており、ときには新市場の開拓者と
して、我が国経済を牽引している。
　中小企業・小規模事業者の積極果敢な挑戦は、企業自身の成長につながるばかりではなく、我が国経済の活性化
に寄与する可能性も大きい。

医療機器事業に本格参入し、同事業の売上を大きく伸ばした企業
　栃木県鹿沼市の株式会社スズキプレシオン（従業員65名、資本金3,000万円）は、半導体製造装置、医療機器
等の部品の微細切削加工を得意とする企業である。
　10年ほど前までは、半導体製造装置関連が売上のほとんどを占めていた。同社に転機が訪れたのは、2005年頃、
僅かながら部材を手掛けていた医療機器メーカーの取引先から、同社が製造業者としての免許を取得しないと仕入
れられなくなるかもしれないとの相談を持ち掛けられたことであった。当時は現在と比べ、医療機器産業がそれほ
ど注目されていなかったが、先行参入のメリットがあると判断し、本格的に医療機器事業に参入することを決意した。
　まず、医療機器分野に特化した品質マネジメントシステムに関する国際規格であるISO13485の認証を取得す
る準備に取り掛かった。当時、同規格の認証を取得している企業は少なく、その取得が信用力の向上や取引先の開
拓につながると考えたからである。現在、同社は医療機器製造業許可、医療機器製造販売業許可も取得し、医療機
器メーカーと直接取引する体制を構築している。
　また、同社の高い技術力に加え、医療機器に関する知識や品質保証体制の構築、営業専任者を配置して、医療関
係者の要望を拾い上げるネットワークづくりが奏功している。半
導体関連の事業環境が厳しさを増す中で、2012年度にはインプラ
ント、内視鏡部品を中心とした医療機器事業の売上が、売上全体
の6割を超えるようになっている。
　同社の鈴木庸介会長は、「当社は、ものづくり現場のスタッフも
対応力があり、取引先の担当者が直接製造を手掛ける社員とコミュ
ニケーションができる。量産となれば、現場の対応力も必要であり、
営業の力だけでなく、組織的な対応力が当社の強みとなっている。」
と語る。

全日本製造業コマ大戦を主催し、製造業の活性化に取り組む企業
　神奈川県横浜市の株式会社ミナロ（従業員13名、資本金1,000万円）は、人工木材（ケミカルウッド）を高精
度に削り、自動車や船舶等の模型の製作を手掛ける企業である。同社の緑川賢司社長は、本業に取り組む傍ら、全
国の製造業者が独自の喧嘩ゴマで技術力や構想力を競う、全日本製造業コマ大戦を主催している。
　同大会は、内向きがちな製造業を活気づけようと、緑川社長が2011年から構想を始め、SNS等で全国の製造業
者に参加を呼び掛けたことがきっかけである。こうした呼び掛けに賛同した企業や企業グループを中心に、2012
年に開催された第1回全国大会には22チーム、2013年の第2回全国大会には約200チームが参加する規模となっ
た。
　対戦の勝敗を左右する要素は、直径2cm以下という仕様の範囲内で、相
手のコマにぶつけられても強く、かつ長時間回り続けるコマを製造できるか
という点である。参加企業は、従業員一丸となって技術開発に取り組み、創
意工夫してその条件を満たすコマを作り上げていく。その結果、企業内のモ
チベーション向上や、ベテランから若手への技術承継にもつながったという
声も多い。さらに、複数の企業でチームを組んでコマを開発し出場するケー
スもあり、企業間の連携が深まるとともに、新しいアイディアや技術開発の
誕生に寄与している。また、各種メディアにも大きく取り上げられたことで、

同社が開発したリューザブル
単孔ポート（単孔式内視鏡下
手術用デバイス）

コマ大戦の様子
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コマの販売等を通じた、新たな販路の確立にも貢献している。緑川社長は、「コマという遊びの要素を加えたこと
によって、みんなが生き生きと頑張っている。こうした取組をきっかけに、製造業同士の輪が広がっていけば、日
本の製造業は必ず活気を取り戻す。」と語る。
　第1回全国大会では、神奈川県茅ヶ崎市の株式会社由紀精密が優勝し、第2回全国大会では、岐阜県美濃市の有
限会社シオンが優勝した。今後は、大会を円滑に運営していくため、スポンサーを募り、国内ばかりでなく海外大
会も開催しようと、更なる企画運営に意欲を示している。

産学連携により漆塗りの技術を応用した新技術を開発し、新たな需要を開拓した企業

　株式会社下村漆器店（従業員14名、資本金1,000万円）は、越前漆器の産地である福井県鯖江市において、漆
器の伝統的技法を受け継ぐと同時に、時代の変化に合わせた商品開発で、事業の拡大を図ってきた企業である。
　同社は2000年に、大手航空会社のグループ企業から、IH加熱に対応した食器と食器トレーの開発依頼を受けた。
この開発は技術的課題が多く、実用化には困難が予想された。しかし、商品化に成功すれば、大規模に給食サービ
スが行われている、病院や学校向けの需要を取り込むことができると考え、商品の研究開発に着手した。本業の漆
器の製造・販売で、低価格の海外製品の流入拡大に危機感を覚えていた同社は、新たな市場に事業領域を広げるこ
とで収益源の確保を目指した。
　同社はまず、IH加熱に伴う局部的な熱膨張による変形を防止し、ステンレスと樹脂で異なる熱膨張率を考慮し
ながら、一体的に成形する技術を開発した。さらに、国立大学法人福井大学等との連携で、食材の色素が容器に付
着して変色するのを防ぐと同時に、耐久性を向上させることを目的とした、セラミック系材料による薄膜コーティ
ング技術を開発した。これは、組成が異なる材料を塗り重ね
る、越前漆器の伝統的な漆積層技術に、ナノ粒子の多層成膜
技術を融合させたものである。
　こうした技術開発の独自性が評価され、2007年に食器ト
レーは特許を取得し、「第3回ものづくり日本大賞伝統技術
の応用部門優秀賞」を受賞した。IH加熱対応食器事業は、売
上の約5割を占めるまでに成長しており、同社の主力事業と
なっている。
　現在は、調理前の食材等を盛り付けた食器を、カート内で
IH加熱調理する新たな料理提供システムの事業化に取り組
んでおり、福祉施設での実証実験等を通じて、レシピや操作
マニュアル等の開発を行っている。

製品開発と販路開拓の課題を乗り越え、汎用品製造企業から技術開発企業へ転換した企業
　大阪府東大阪市の株式会社竹中製作所（従業員155名、資本金4,680万円）は、特殊な表面皮膜処理を施した
ねじ「タケコート」を開発し、国内外のプラント開発企業から注文を受ける企業である。
　1935年に艦船用のねじ製造を目的に設立され、高度成長期に大量生産体制で規模を拡大してきた同社の転機は、
第二次石油ショックであった。同社会長の竹中弘忠氏は、従来までの大量生産体制では存続が難しいと考え、早急
にビジネスモデルを変革する必要性に迫られた。
　こうした中、1984年、同社が独自に開発したのが「タケコート」である。取引先から「錆びないねじは作れないか。」
との依頼を受け、ねじをフッ素加工する技術の開発に取り組んだ。開発の過程では、専門技術者の人材難等に直面
したが、京都大学との共同研究で、めっきを超える防錆・防食性を備えたねじの開発に成功した。
　多額の資金と約5年の歳月を掛けて開発したねじだったが、採用実績がないことを不安視され、国内では4年間
ほとんど受注することはなかった。そこで、開発から5年目に米国企業に売り込んだところ、優れた防錆・防食性
が認められ、マレーシア沖の海底油田採掘プラントで採用され
た。この実績によって、国内企業も次々に採用し始め、価格は汎
用ねじの約2倍で取引されるようになった。現在、同社のねじは、
東京湾アクアラインや明石海峡大橋でも採用され、海洋構造物に
おけるシェアは、約9割を誇っている。竹中会長は、「開発が成
功したところで50％。製品が売れるようになって初めて成功と
言える。」と販路開拓の難しさを語る。
　現在、同社はカーボンナノチューブを皮膜にした新製品「ナノ
テクト」を表面処理技術に応用し、更なる事業拡大に取り組んで
いる。

IH 加熱カート

IH 加熱カート用食器

タケコートの製品群
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東日本プラスチック製品加工協同組合（東京都）
組合員の既存技術を活かしオリジナル製品の開発に取り組む

　組合青年部のメンバーが中心となって、災害時に適した
折りたたみ式の貯水タンクを商品化。災害時に役立つ防災
用品として高い評価を得るとともに、組合員の技術力を内
外に示した。

　 背景と目的 �
　塩化ビニールをはじめとしたプラスチック素材の加工業
者である組合員は、それぞれ高い技術力を有しているもの
の、現在はＯＥＭ生産が主体となっている。海外の廉価品
との競合が激しくなるなかで、ＯＥＭ発注先からの値下げ
要請が続くなど、組合員の経営環境は厳しさを増してい
る。組合員は新たな販路の開拓や下請依存の現状を改善す
ることの必要性は認識していたが、単独での取組には限界
があった。こうしたことから組合員の技術を活かしたオリ
ジナル製品を組合で共同開発し、組合員の技術力をＰＲす
ることでビジネスチャンスの創出を図ることとなった。

　 事業・活動の内容 �
　オリジナル製品の開発に当たっては、青年部のメンバー
が中心となって取り組んだ。「防水性の高い塩ビシートの
特性を活かし、既存技術を活用することで開発コストを抑
えつつ、組合員の技術力をＰＲできる今までにない製品」
をコンセプトとして、製品開発に取り組んだ結果、折りた
たみ式の貯水タンクの商品化に成功した。なお、事業計画
の策定に際しては東京都中小企業団体中央会のグループ戦
略策定支援特別対策事業、試作品開発については東京都立
産業技術研究センターのオーダー開発支援事業をそれぞれ
活用した。

　 成　果 �
　「貯タンくん」と命名した貯水タンクは、防災用品とし
て自治会組織等への売込みに成功したほか、東日本大震災
以降、様々な方面より引き合いを得ている。また、日本ビ
ニル工業会が開催する「塩ビものづくりコンテスト」にお
いて優秀賞を受賞し、業界からも高い評価を得た。今回の
共同開発の成功により、組合員の持つ加工技術がアイデア
次第で更なる発展性を秘めていることを内外に示すことと
なり、今後の製品開発の取組にも弾みがついたといえる。
さらには、組合青年部という次世代の組合員が主体となっ
て一つの目標に向かって協力し成功を収めたことは、自信
とモチベーションの向上に繋がっただけではなく、組合へ
の帰属意識を高め、将来において組合をリードする人材を
育てる結果となったことも大きな成果となっている。

《組合DATA》
　東日本プラスチック製品加工協同組合
　　〒103-0004　東京都中央区東日本橋2-24-7
　　　　　　　　　　　　　　東京プラスチック会館ビル4階
　　☎ 03-3861-6544　　　FAX 03-3861-4283
　　URL  http://www.toupla.jp/

　共同事業等に先進的に取り組んでいる組合事例
をご紹介するこのコーナー。今回は、組合青年部
のメンバーが中心となり、組合オリジナルの製品
開発に取り組んだ事例です。

（貯タンくん）持ち運び時→

（貯タンくん）使用時

　

このたびの受賞、
おめでとうございます� （順不同・敬称略）

被表彰者氏名 組　合　名
吉　松　玲　子 京染卸商業組合
小　西　香　苗 京染卸商業組合
阪　部　英　信 京都副生物卸協同組合
佐　野　貴　子 京都副生物卸協同組合
増　田　紀代子 京都副生物卸協同組合
中　村　武香子 京都副生物卸協同組合
風　間　健　司 京都府遊技業協同組合
吉　田　喜　子 京都府旅行業協同組合
越　智　和　子 京都府電気工事工業協同組合
林　　　芳　幸 東和企業組合
宮　西　弘　人 京都府管工事工業協同組合
鈴　木　富　雄 京都共済協同組合

組合永年勤続優良職員表彰受賞者のみなさま

表彰式において代表者（京染卸商業組合 吉松玲子氏）への授与
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　6月4日（火）、京都府中小企業会館において「平成25年度第1回中小企
業の経営安定セミナー」（主催：本会、一般社団法人京都府中小企業セン
ター、京都府商工会連合会、京都中小企業家同友会）を開催、府内中小企
業団体の役職員ら約60名が出席した。
　第1部では、金融庁総務企画局参事官の小野尚氏より、「金融の円滑
化と中小企業支援策について　～中小企業金融円滑化法の期限到来に当
たって講ずる総合的な対策～」をテーマに、金融円滑化法の期限到来後の
検査・監督の方針、また、中小企業・小規模事業者に対する経営支援策に
ついて説明がなされた。
　第2部では、京都ＢＣＰ検討会議において座長を務められている名古屋工業大学大学院工学研究科 教授の渡辺研
司氏を講師に招き、「中小企業におけるＢＣＰ策定の重要性について」をテーマに、事業継続計画（ＢＣＰ）の概
要及びＢＣＰ策定の重要性、広域災害時における組織の意思決定と企業の社会的責任等について研究した。
　中小企業組合・中小企業におけるＢＣＰ策定率が伸び悩んでいることから、本会では本年度、中小企業組合や中
小企業におけるＢＣＰ策定を緊急対応課題と位置づけ、ＢＣＰ策定に取り組まれる中小企業組合・中小企業への支
援を強化する。ご相談は、本会連携支援課（☎ 075-314-7132）まで。

中央会NEWS中央会NEWS
平成25年度第1回中小企業の経営安定セミナーを開催

ものづくり補助金2次公募説明会を開催
　ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金（以下、ものづくり補助金）の2次公募説明会を6月
18日（火）京都府中小企業会館（京都市）、6月19日（水）サンプラザ万助（福知山市）、6月24日（月）プラザ
ホテル吉翠苑（京丹後市）において開催、中小企業の経営者ら約200名が出席した。
　ものづくり補助金は、きめ細かく顧客ニーズをとらえる創意工夫に取り組むために、中小企業経営力強化支援法
に基づく認定経営革新等支援機関（認定支援機関）等と連携しつつ、ものづくり中小企業・小規模事業者が実施す
る試作品の開発や設備投資等を支援するものである。2次公募は、6月10日（月）から受付を開始しており、締め
切りは7月10日（水）当日消印有効。
　なお、3月26日（火）から4月15日（月）までに応募がなされた案件を1次公募第2次締切分として、地域採択

審査委員会及び全国採択審査委員会において厳正な審査を行った結
果、全国で4,162件（うち京都府内108件）を採択することとした。

6月18日京都府中
小企業会館での公
募説明会

【ものづくり補助金に関するお問合せ窓口】
　京都府中小企業団体中央会 ものづくり支援室
　☎ 075-325-1381　　FAX 075-325-1382
　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/blog04/

人材確保・定着支援事業　“新人研修"を開催

　本会では、去る6月25日（火）、京都府中小企業会館において、採
用後の若手従業員のスキルアップと定着支援を目的に「地域の中小
企業人材確保・定着支援事業　新人研修」を開催、32名が参加した。
　「今の自分の力、立ち位置を把握し、主体性を発揮するに必要な判
断、思考、手法とは」と題して、キャリアカウンセラーの湯之上秀
子さんを講師にお招きし、職場で求められるもの、自分の行動特性、
職場の課題発見で行動を磨く等について座学とワークを交えながら
研修を実施した。
　受講後、参加者からは、「仕事に対する意欲が出た」、「（職場には
いない）年齢の近い社会人に出会えた」、「自分が何のために働いて

いるかが振り返ることができた」、「入社時のモチベーション（初心）に戻れた」等感想が寄せられた。
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　本会の青年部組織である京都青年中央会では、5月28日（火）に第1回ＡＭＹ

（エイミー）委員会並びに交流懇親会を開催した。

　平成23年度に立ち上げた本委員会は、「明日は　もっと　よくなる」の頭文

字を取りＡＭＹ委員会と名付けた。行政や中央会との縦横のつながりを活かし、

公も民も親も子も一緒になってより良い明日を作るというのがAMY委員会の主

旨である。

　今回は、「京都に住んで・働いて損してると思う事！得してると思う事！」、「京

都というブランド力を高める！元気にする！具体的なアイデア模索」を焦点に、京都府、京都市のご担当者の方々

にもご参加いただいたテーブルディスカッションでは、大変貴重な意見交換をする時間となった。

　また、交流懇親会には、山下京都府副知事、門川京都市長をはじめ多数のご来賓にご臨席いただき盛会に終了した。

中央会NEWS中央会NEWS
京都青年中央会 第1回ＡＭＹ委員会・交流懇親会を開催

京都府中小企業女性中央会 第13回通常総会を開催
　本会女性部組織である京都府中小企業女性中央会では、6月21日（金）、京都ガー

デンパレスにおいて第13回通常総会を開催、平成24年度事業報告・収支決算承認、

平成25年度事業計画や収支予算など提出された議案は全て原案通り可決決定した。

　新年度の事業計画では、昨年度に引き続き、ソーシャルビジネスについての研究

に取り組むこととし、女性ならではの感性と知恵、多様なネットワークを活かし、

社会的課題への対応や地域活性化に向け、会員が新たな事業展開を模索する上で参

考となるよう研究会及び先進事例視察を行うこととしている。また、研修、交流事

業等を実施するとともに、組合女性部、女性経営者をはじめとする中小企業組合関

係の女性の方々に対する積極的なＰＲ活動を展開し、加入促進に取り組む。

　総会に先立ち開催された研修会では、「やさしく学ぶスマートフォン 入門編」を

テーマに、スマートフォンと携帯電話の違いをはじめ、スマートフォンの活用法等

について学んだ。 総会後に開催された懇親会での伊庭会長挨拶

第13回通常総会議案審議

ＡＭＹ委員会でのディスカッション
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中小企業団体情報連絡員5月分報告より

■期待感は大きいものの、現状は依然厳しく

　　� 　　�
快晴
� DI値 40以上

晴れ
� 20〜40未満

くもり
� 20未満〜△20未満

小雨
� △20〜△40未満

雨
� △40以上

業界景況天気図 概　　　　況

全　体
4月 →5月

　　
一部では明るい兆しが見えはじめ、アベノミクス効果への期待感は大きい。しかしながら、多くの中小企業においては好影響がなかなか表れず、
需要が低迷する中、円安による原材料価格の上昇や電気料金の値上げ等コスト増加分の価格転嫁に苦慮しており、依然として厳しい経営環境にある。

製造業

4月

↓
5月

繊維工業
　　

円安に株高と、輸出関連企業を中心に好決算が発表されている中、内需型の和装産業にはほとんど恩恵がない。原材料
を海外に頼っている分だけ価格の転嫁に追われている。

出版・印刷
　　 依然として業界を取り巻く厳しい状況に変化はない。小ロット・短納期ばかりが通常化していることが問題に思う。

鉄鋼・金属
　　

やはり未だ円安、株価高騰の恩恵は中小企業にはきていないようである。中小企業は独自の企業努力を十二分にやっており、これ以上自
力では困難である。行政の施策が早く効果を出し景気回復となるよう待っている状況である。アベノミクス効果に期待したい。

一般機械等
　　

アベノミクスの期待感だけが先行し、足元の景況感は依然として厳しい状況である。太陽光発電等新エネルギー関連製品に好況感が認められるが、既存
製品については低調な状況が継続している。特に新規設備関連の受注は冷え込んでおり、既存設備の改造・補修等により対応が図られている実態がある。

その他製造業
　　

プラスチック製品製造業界では、底打ち感が出てきている反面、原材料価格の上昇や電気料金の値上げが販売価格の
改善に繋がらず、下押し要因の不安も残っている

非製造業

4月

↓
5月

卸　　売
　　

繊維・衣服等卸売業界では、和装・洋装・寝装ともに、一部では高額品に動きが出てきたという声はあるものの、全
体を通して前年割れが継続しているのは事実である。

小　　売
　　

家電小売業界では、これから本格的な夏商戦に突入していくため、エアコン・冷蔵庫を中心に推し進め、太陽光発電
の取組、ＬＥＤシーリングライトを創エネ・省エネのキーワードで推進していく。

商 店 街
　　

5月の連休は、商店街に人通りはあるものの、物販店は苦戦しているようであった。食品関係はまだ動いていたようだが、特に
アパレル関係は厳しいようであった。中旬から末にかけては、少し景気も上向いてきたかなと思わすような空気もあった。

サービス
　　　

旅館業界では、5月当初の連休は宿泊者数が伸びた。修学旅行の宿泊者は前年同様、一般個人のお客様の宿泊は土曜日の宿泊が増加、
海外からのお客様も増えてきている。いずれも増えた度合いは緩やかであり、コスト増に伴い厳しい状況は変わっていない。

建　　設
　　

引き合いに動きが見られ、消費税増税による駆け込みの動きの始まりかと思われる。左官業界では、仕事量は増加傾向にある。造園業界では、
明るさは見られるが、底を打ったという程度かと思われる。若年入職者の定着が相変わらず悪く、数ヶ月で離職するケースが多い。

運輸・倉庫
　　

道路旅客運送業界では、修学旅行生の入洛が5月から6月末までピークを迎える。最近は、タクシーを使ったタクシー研修が中学校を中心にブーム
となっており、各タクシー会社ともに観光案内のできる乗務員の育成に注力するとともに、旅行代理店を通じて学校の獲得に注力している。

京都経済お天気

会長コラム No.10

選択はよりマシ。ベストはウソだ。
　『少子化が進んでいるのは、①非正規雇用の増加、若者の経済基盤の弱体化、②公的助成
が少ない家庭の教育費負担率は先進国の中でもトップクラス、一人親家庭の子どもの貧困率
は５割以上で先進国中最下位。少子化対策を進めるには、③雇用・貧困対策をして弱者が不
安のない安心社会にすることが先決。にもかかわらず、現在の経済界寄りの政策では子育て
社会に逆行している。④福島原発事故も収束していないのに、原発の再稼動にまい進。「憲
法９条を変えて、徴兵制も」ともくろむ政府を見ていると、「産めよ増やせよ」と、子だく
さんを奨励した戦中を思い起こさせる。ノーと言わなければ、いつか来た道と危機感を抱
く。』
　少し長くなったが、先日京都新聞の投稿欄に載っていた53歳女性の記事の要約である。

この①は現実、②は主観的であり、世界水準から見れば日本は格差の最も少ない国である。（逆にそれが、経済成
長の支障となっていると自由経済主義者たちから言われている。）③は当然であり、経済界と言われる勝ち組、あ
るいは非製造業のマネーゲームをやっている人たちに与(くみ)することはない。
　ところが、この人が本当に言いたいことは④ではないか。戦前の日本は民主主義社会でなく、軍部独裁であり、
国民はノーと言えずに大東亜戦争に引きずり込まれた暗黒社会だった。
　現在の感覚でもって、過去はけしからんと言うのは簡単だ。日本嫌いで世界に比して遅れている国のように、反
日言辞を弄するのは悪趣味だ。
　戦前の日本は、非白人国の中で唯一の真の独立国だった。憲法も制定した立派な議会制民主主義国だ。その度合
は、ヨーロッパ、アメリカに比して遜色はなかった。現在でも世界で最も住みやすい国の一つだ。出生率は先進国
ほど低いのが世界の事実。原発もキチンと見れば日本製を運用するのが他国の原発よりずっと安心である。
　この投書の女性の考えは、日本国憲法前文の「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生
存を保持しようと決意した」と実によく似ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邉　隆夫
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表紙タイトル「協同」背景色は、京都府印刷（工）が京にゆかりのある名前を
付した12色を創作したうちの「京ゆば色」です。

登録はお済みですか？

京都府中央会メールマガジン

ＫＣインフォメーション配信登録募集中！

平成25年

夏の交通事故防止府民運動

～ 京の夏　さわやかマナーで　事故防止 ～

実施期間
　　平成25年7月21日(日)～8月20日(火)

運動重点
　　○子どもと高齢者の交通事故防止
　　○自転車の安全な利用の促進
　　○�シートベルト・チャイルドシートの正しい着用・

使用の徹底
　　○悪質・危険運転の追放

　　　京都府交通対策協議会

　京都府中央会では、施策情報をはじめ本会や関係機関等
からのイベント情報等について、電子メールにより情報配
信を行っています。組合員企業への情報提供にもご活用頂
ける内容ですので、ぜひご登録下さい！

■配 信 日　月3回（10日・20日・30日）
　　　　　　※�但し、配信日が土・日・祝日の場合は、原

則としてその前日に配信

■登録方法　京都府中央会ホームページ「メルマガ配信サ
　　　　　　ービス」よりご登録下さい。
　　　　　　URL　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/
　　　　　　※�ホームページの閲覧が困難な場合は、本会

までご連絡下さい。

■お問合せ　京都府中小企業団体中央会　総務情報課
　　　　　　　　☎ 075-314-7131

月刊中小企業連携組織活性化情報　

7/2013　平成25年7月1日発行　通巻799号

●編集・発行●
京都府中小企業団体中央会

京都市右京区西院東中水町17（西大路五条下ル）　京都府中小企業会館4階
☎ 075-314-7131　FAX 075-314-7130

URL http://www.chuokai-kyoto.or.jp　E-Mail web@chuokai-kyoto.or.jp
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暑中お見舞い
　　　申し上げます

　 http://www.zennaka.or.jp/　　  zennaka@mx5.mesh.ne.jp

異業種31社で構成する時代の高度な要求に対応できる技術集団

協同組合日新電機協力会
理事長　安　藤　源　行

〒615-8686　京都市右京区梅津高畝町47番地　日新電機株式会社内
TEL 075-864-8430　FAX 075-864-8564

URL http://www.nissin.or.jp　　  office@ns-net.or.jp

西 陣 織 工 業 組 合
理事長　渡　邉　隆　夫

〒 602-8216 京都市上京区堀川通今出川南入
　 075 (432) 6131      075 (414) 1521

　　http://www.nishijin.or.jp/
　info@nishijin.jp

TEL FAX

URL

URL
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暑中お見舞い
　　　申し上げます

協同組合日東協力会
理事長　山　下　信　幸

〒623-0054　京都府綾部市井倉町梅ケ畑20番地
TEL 0773-42-3111　　FAX 0773-42-8426

危機感があって成長する

京都府プラスチック協同組合
理事長　宮　本　研　二

〒613-0024　京都府久世郡久御山町森村東236番地
TEL 075-632-5584　FAX 075-632-5585

URL http://www.kyopla.or.jp
 info.kyopla@ares.eonet.ne.jp

綜合企業組合の元祖（京都府内初）

平安企業組合
理事長　伏　見　厚　志

〒604-8146　京都市中京区蛸薬師通東洞院西入一蓮社町303番地
TEL 075-211-4231㈹　FAX 075-211-4235

 heian110@lime.ocn.ne.jp

京都野菜卸売協同組合
理事長　寺　西　保　男

〒600-8847　京都市下京区朱雀分木町市有地
TEL 075-311-6533　FAX 075-311-6535

http://ｗｗｗ.kyoyasai.or.jp
info@kyoyasai.or.jp

URL

京都府電設資材卸業協同組合
理事長　藏　岡　一　彦

〒612-8448　京都市伏見区竹田東小屋ノ内町52番地
TEL 075-602-1899　FAX 075-602-1899

 kyodenzai@marble.ocn.ne.jp

京都シール印刷工業協同組合
理事長　藤　木　俊　夫

〒601-8342　京都市南区吉祥院東前田町36　(株)大槻シール印刷 内
TEL 075-691-7521　FAX 075-691-7523

おいしさにまごころ込めて、健康に願いを込めて

ふくし事業協同組合
理事長　奥　田　省　三

〒620-0062　京都府福知山市和久市町46番地
TEL 0773-22-5009　　FAX 0773-23-3477

URL http://fukushi-kyushoku.or.jp
 kyushoku-fukushi@sirius.ocn.ne.jp

京都中央葬祭業
協同組合

理事長　松　井　昭　憲

〒604-8161　京都市中京区鳥丸通六角上ル饅頭屋町608番地
TEL 075-253-0850　FAX 075-253-0860

URL http://www.kyosokyou.jp/
 office@kyosokyou.jp
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京都府水産流通協同組合連合会
理事長　早　瀬　隆　之

〒624-0914　京都府舞鶴市字下安久1013番地
TEL 0773-75-3275　FAX 0773-75-5330

京都府繊維染色工業組合
理事長　小　谷　正　夫

〒602-8224　京都市上京区黒門通一条上る弾正町732番地
TEL 075-441-7185　FAX 075-451-0903

URL http://www.some-kyoto.or.jp
　 kumiai@some-kyoto.or.jp

京都府生活衛生同業組合協議会
会長　山　岡　景一郎

〒606-8221　京都市左京区田中西樋ノ口町90番地
TEL 075-722-2051　FAX 075-711-6123

京都府鍍金工業組合
理事長　上　野　忠　明

〒601-8181　京都市南区上鳥羽堀子町34
TEL 075-661-0923　FAX 075-661-3529

URL http://www.k-mekki.com

京都錦市場商店街振興組合
理事長　宇　津　克　美

〒604-8054　京都市中京区富小路通四条上る
　　　西大文字町609番地

TEL 075-211-3882　FAX 075-211-1969

安心で安全な屋根をお届けします。

京都府瓦工事協同組合
理事長　松　田　　等

〒601-8448　京都市南区西九条豊田町12番地
TEL 075-691-5511　FAX 075-691-6002
URL http://www7.ocn.ne.jp/~kawara.k/

 kawara.k@circus.ocn.ne.jp

京都府印刷工業組合
理事長　瀧　本　正　明

〒615-0064　京都市右京区西院久田町1番地

TEL 075-312-0020　FAX 075-314-8692

URL http://www.kyoinko.jp

ゆかた姿の芸妓・舞妓がおもてなし

上七軒のビアガーデン
7/1（月）～9/5（木）17:30～22:00

8/14・15・16日お休み

上七軒お茶屋協同組合・上七軒歌舞練場
〒602-8381 京都市上京区今出川通七本松西入真盛町742（北野天満宮東側）

ご予約・お問合せ　TEL 075-461-0148　URL http://www.maiko3.com　
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暑中お見舞い
　　　申し上げます

〒604-8414　京都市中京区西ノ京小倉町138
TEL 075-811-0147　FAX 075-822-3063

 http://www.kyomokkyo.com/
　k-mokkyo@wing.ocn.ne.jp
URL

最先端技術の企業集団

協同組合京都府金属プレス工業会
理事長　阪　口　雄　次

〒613-0905　京都市伏見区淀下津町221番地　株式会社阪口製作所内
TEL 075-633-6110　FAX 075-633-6120

URL http://www.kyoto-stamp.org/
 secretariat@kyoto-stamp.org

京都ポーター急配協同組合
代表理事　宇　野　賢　志

〒612-8452　京都市伏見区中島堀端町89番地
TEL 075-622-0230　FAX 075-622-0481

京都中央市場青果卸売協同組合
理事長　田　中　憲　一

〒600-8847　京都市下京区朱雀分木町市有地
TEL 075-311-6485　FAX 075-311-6407

URL http://kyoto-seikakumiai.com/
 seinaka@fancy.ocn.ne.jp

京都友禅協同組合
理事長　池　田　佳　隆

〒600-8441　京都市下京区新町通四条下ル四条町349番地
TEL 075-351-8916　FAX 075-351-8919

URL http://www.kyo-yuzen.or.jp
 yuzen@kyo-yuzen.or.jp

40年の実績。磁気焼鈍の事ならおまかせ下さい。

京都府熱処理事業協同組合
代表理事　三　宅　　正

〒601-8034　京都市南区東九条南河辺町20番地
TEL 075-672-3826　FAX 075-662-5828

URL http://www.kyonetsu.jp
 t.miyake@kyonetsu.jp

京都府製麺卸協同組合
理事長　小　林　宏　史

〒602-8144　京都市上京区竹屋町通日暮東入藁屋町535番地
TEL 075-841-2010　FAX 075-812-7766

URL http://www.kyoto-marugoto.jp/web/seimen
 kyoto-seimen@arion.ocn.ne.jp

京都府砕石協同組合
代表理事　今　井　　守

〒604-8382　京都市中京区西ノ京北聖町68番地1
　リシェス二条901号

TEL 075-821-2267　FAX 075-821-9301

業務から生活全般までお役に立ちます

京都府柔道整復師協同組合
理事長　関　　　弘　美

〒605-0878　京都市東山区大和大路五条下ル東入芳野町79番地の2
TEL 075-541-5937　FAX 075-541-5938

URL http://www.miyako.or.jp　  k-miyako@mbox.kyoto-inet.or.jp

京都木材協同組合
理事長　乾　　康 之 助
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大 和 企 業 組 合
理事長　大　嶋　喜　好

〒600-8216　京都市下京区新町通七条下る東塩小路町727番地
TEL 075-343-5101　FAX 075-361-3921

URL http://www.shinmati.jp/　  info@shinmati.jp

京都府建築工業協同組合
理事長　木　村　忠　紀

〒602-8139　京都市上京区葭屋町通リ下立売下ル
TEL 075-802-1281　FAX 075-812-3625

田　中　雅　一

京都室内装飾協同組合
理事長　南　　建 次 郎

〒615-0841　京都市右京区西京極火打畑町1-12
TEL 075-315-7800　FAX 075-315-7801

　 qq7y76td@cotton.ocn.ne.jp

京都府茶協同組合
理事長　小　山　元　治

〒611-0021　京都府宇治市宇治折居25番
TEL 0774-23-7711　FAX 0774-23-7732

URL http://www.kyocha.or.jp/
 kyocha@wao.or.jp

京都美術商協同組合
理事長　奥　田　耕　一

〒605-0064　京都市東山区新門前通梅本町263
TEL 075-551-1146　FAX 075-541-5580

京都税理士法人
代表社員　江　後　良　平

〒601-8328　京都市南区吉祥院九条町30番地1
江後経営ビル  　

TEL 075-693-6363　FAX 075-693-6565
URL http://www.ego-kcc.com

 ego@ego.co.jp　

京都府仏具協同組合

経済産業大臣指定伝統的工芸品 京仏壇・京仏具

理事長

〒600-8216　京都市下京区西洞院通七条下る
 　　　サンプレ京都ビル3階

TEL 075-341-2426　FAX 075-343-2850
URL http://www.kyobutsugu.com

NARITAグループは効果的な熱エネルギーを探求。
省エネルギー及び環境負荷の低減を提案します。

株式会社成田製作所
代表取締役　成　田　一　成

〒613-0035　京都府久世郡久御山町下津屋富城91番地
TEL 0774-43-5811　FAX 0774-44-1103
　L URL http://www.narita-mfg.co.jp/
　  narita-info@narita-mfg.co.jp
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　　　申し上げます

京都府遊技業協同組合
理事長　白　川　鐘　一

〒606-8431　京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町4
TEL 075-751-6711　FAX 075-752-0220

URL http://www.kyoyukyo.jp

明和協同企業組合
代表理事　増　井　俊　三 

〒604-0036　京都市中京区二条通り西洞院東入
　正行寺町627番地

TEL 075-231-3844　FAX 075-211-2957

企業組合 一級建築士事務所

 　
代表理事　石　上　圭　介

〒607-8411　京都市山科区御陵大津畑町43番地22タウンズホワイト1F　
　TEL 075-748-6550　FAX 075-748-6551
　 http://www.hito-machi.jp/index.php

 hitomachi@hito-machi.jp
URL

あらゆるニーズにお応えするハイテク総合産地

丹後機械工業協同組合
理事長　山　本　　正

〒627-0042　京都府京丹後市峰山町長岡1620-1
TEL 0772-62-0263　FAX 0772-62-6176

URL http://tango-tc.jp
　info@tango-tc.jp

代表取締役社長　土　師　総　一
〒600-8216　京都市下京区烏丸通塩小路下ル　ＪＲ京都駅中央口

TEL 075-344-8888（大代表）　FAX 075-344-4400
URL http://www.granvia-kyoto.co.jp

 hotel@granvia-kyoto.co.jp
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京都神仏具金物工業協同組合
理事長　鴨　嶋　秀　雄

〒601-8206　京都市南区久世大藪町232
TEL 075-922-2692　FAX 075-922-2692

京都紙工協同組合
理事長　大　野　　巖

〒600-8844　京都市下京区朱雀裏畑町3番地の2
TEL 075-325-1508　FAX 075-325-1510

公益社団法人京都府宅地建物取引業協会
会長　鍵　山　祐　一

〒602-0915　京都市上京区中立売通新町西入三丁町453-3
TEL 075-415-2121　FAX 075-415-2120

URL http://www.kyoto-takken.or.jp

京都府味噌工業協同組合
理事長　本　田　茂　俊

〒602-0904　京都市上京区室町通一条上ル小島町558番地
　TEL 075-441-5807　FAX 075-431-4110

商店街の活性化で賑わいのあるまちづくりを！

京都府商店街振興組合連合会
理事長　宇　津　克　美

〒600-8009　京都市下京区四条室町東入　京都産業会館内
TEL 075-221-5915　FAX 075-252-3740　URL http://www.syouren.or.jp

京都府中古自動車
販売商工組合

理事長　仲　井　資　具

〒612-8585　京都市伏見区竹田向代町51番地の5
TEL 075-681-8287　FAX 075-681-1735

 ju.kyoto@celery.ocn.ne.jp

ヤサカグループ無線事業協同組合
代表理事　粂　田　昌　宏

〒600-8802　京都市下京区中堂寺櫛笥町１
TEL 075-842-1215　FAX 075-821-1522

URL http://www.yasaka.jp

丹後織物工業組合
理事長　渡　邉　正　義

〒629-2502　京都府京丹後市大宮町河辺3188
TEL 0772-68-5211　FAX 0772-68-5300

URL http://www.tanko.or.jp/
 tanko@tanko.or.jp

「京とうふ」は京都府豆腐油揚商工組合の登録商標です。
（地域団体商標登録第5072947号）

京都府豆腐油揚商工組合
代表理事　東　田　和　久

〒600-8241　京都市下京区堀川通塩小路西入ル志水町133の2
TEL 075-361-0068　FAX 075-341-6055

URL http://tofu.or.jp/　  tofukumiai@tofu.or.jp

京都左官協同組合
理事長　倉　　理一郎

〒600-8372　京都市下京区大宮通五条下る東側南門前町484番地
TEL 075-353-7335　FAX 075-353-7290

URL http://kyotosakan.com
 info@kyotosakan.com
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舞鶴さかなセンター
協同組合

理事長　藤　元　達　雄
〒624-0946　京都府舞鶴市下福井905番地
TEL 0773-75-6125　FAX 0773-75-9950

URL http://www.toretore.org
 info@toretore.org

京 都 弁 護 士 協 同 組 合
理事長　安　保　嘉　博

〒 604-0971　京都市中京区富小路通丸太町下ル桝屋町 1 番地　京都弁護士会館内
TEL 075-212-9036　FAX 075-223-1804

　URL http://bengo.pro/
minnano@bengo.pro




